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全日本フォーミュラニッポン第1戦
ホンダエキサイティングカップワンメイクレース2008シビックシリーズ
～東日本シリーズ～第1戦 出場報告書

　開催日　　　：2008年4月5日（予選）　6日（決勝）
　開催地　　　：富士スピードウェイ　路面：ドライ
　ドライバー　：TAKAMORI.COM
　車両名　　　：CARACOATミネルバFD2
　レース結果　：予選11位、決勝13位
　参加台数　　：16台

今回はホンダエキサイティングカップワンメイクレース2008シビックシ
リーズ～東日本シリーズ～第1戦　富士スピードウェイのご報告をさせ
て頂きます。

４月３日（木）～車両カラーリング～
　時間がたつのは本当に早いもので、準備をはじめてから、あっという
まに開幕戦を迎えることとなりました。今年一年納得行くレースを続け
ていきたいと思います。

本日、メンテナンスガレージがある山形県酒田市より車両が埼玉県和光
市まで届き、キャラコート社にて、レース用のカラーリングを行います。
ミネルバレーシーングならびにキャラコート社のスタッフの方々のご尽
力で、強行スケジュールの中、早朝から夜にかけ車両のカラーリングを
行います。

真っ白い車からブランドネームを背負ったレーシングカーに変わってい
く瞬間に思わず感動を隠せませんでしたが、すぐにこの車での厳しい１
年間の戦いを決意させるに十分でした。携わって頂いたスタッフ皆様に
感謝致します。
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４月４日（金）練習走行
本日は、午後１：３０と午後４：１０から２本のスポーツ走行が予定
されています。新型シビックＦＤ２を初めて走らせます。初走行にワ
クワクしながらコクピットに乗り込みます。

１本目
コースインすると今まで乗っていたインテグラＤＣ５とは車両感覚が
異なり、ドライビングイメージの修正を早くも行う必要を感じました。
１本目の走行では、車両に慣れるのをテーマに３０分間走りこみまし
た。メカニックの事前のセッティング作業が素晴らしかったおかげで、
他車に見られたコーナー立ち上がりでのリアのピッチングもなく、ス
ムーズにマシンを走らせることができました。タイムは２分２～５秒
と安全運転で無事にマシーンのフィールを感じ取ることができました。

２本目
１本目の走行でのコメントに基き、サスペンションのセッティングを
変更しました。少しペースアップして走行し、マシンへの慣れを増し
ていくことを目標とします。
１本目に比べて１００Ｒでの挙動に安心感が増しています。２～３週、
タイヤからのインフォメーションを感じ取ることに集中した後、タイ
ムアタックを行います。タイムにばらつきがありますが、ベストは２
分０秒０５と、本日走行したマシンの中では、５～７番手のタイムで
す。今回のドライブした感触から、サスペンションとブレーキのセッ
ティングを変更し、明日の予選に挑みます。
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４月５日（土）公式予選
朝８時の車検を終えた後、午後３時からの予選に控えます。今年初め
てのシビックレースですので、各選手とも緊張気味ですが、ドライバー
ズーミーティングでは、今年参戦者の顔合わせもかねてか、皆落ち着
いた感じでした。

予選開始
マシンに慣れていないため、予選はフルに２０分間走る戦略です。
タイムアタックはタイヤが一番美味しい２、３周目に勝負をかける
予定です。

しかし、いざアタックを開始するも、Ａコーナーで他車に引っかかる
こと数度、上手くタイムを刻めません。そこで途中で作戦を変更し、
タイヤのおいしいとこを過ぎた後なので、コーナーでのタイムアップ
は諦め、他車のスリップストリームを利用してタイム向上を狙います。

しかし、ドライバーの不慣れとタイミングの悪さが災いして、満足な
タイムアタックを行うことができませんでした。予選の戦い方は、次
回への大きな課題となることを再確認させられる一日となりました。

　予選１１位　1分59秒568

トップの選手（1分58秒.371）から、約１秒のビハインドです。決勝レー
スのスタート次第では前走車のスリップで十分ついていけるタイムで
すので、なんとか食いついていきたいものです。
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４月６日（日）決勝レース　周回１０周
午前１０時から１０周回の決勝レースが始まります。スタート位置は
６列目の外側、第１コーナーでは危険な？ポジションとなります。
開幕戦ですので、無駄な事故など起さぬよう、安全なスタートを決め
たい所です。

シグナルが変わりスタートします。良くも悪くも平凡なスタートでし
た。１コーナーの進入ではセンター付近に空きがあったので、車をセ
ンターに寄せますが、１コーナーの飛び込みで左右からサンドイッチ
され、接触寸前です。イン側の車両が膨らんできたのを避けるために
外側に逃げたい所ですが、１５ｃｍ程度外側にも他車両がいるため、
アクセルを抜く以外に道がありません。

予想通り、内側の車両が外側の車両まで膨らんでいき、目の前で２台
が接触寸前です。Ａコーナー進入で失速した前車両を抜き去り、ポジ
ションを１つ挽回します。バックストレートで全車視界で確認するこ
とができ、ペース的には、トップ３台は速いなという印象です。ゲス
トドライバーの服部尚樹選手も目の前で激しく戦っています、１周目
のヘアピンで早くも接触したように見えましたが、上手くＢコーナー
に進入していったので、ダメージはなさそうです。タイヤを温存して
前走車に着いて行いけば、４位～１３位までは大きな集団での走行で
すのでチャンスがあるかもしれません。前走のカーグラフィック編集
長の塚原選手のスリップに入りレース展開を読んでいましたが、自力
で上位に上がって行きたい衝動に駆られ、３周目一コーナーから勝負
を初めてしまいました。

結果、それがいけなかった・・・塚原選手とのバトルでタイヤが悲鳴
をあげていることに気付かず、数週の間、舞い上がってレースにのめ
り込んでしまい、タイヤのライフを終了させてしまいました。
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チェッカーまでは前ではなく、ミラーで後を気にする展開が続き、結
局スタートからチェッカーまで、常にバトルを繰り返した結果、1３位
完走と目立った成績を残す事は出来ませんでした。

様々なご支援を頂いた皆様には、自分のわがままでレース展開を棒に
振ってしまった事を申し訳なく反省する所存です。また、改めてレー
スを振り返って見ると、私が考えているよりもはるかに選手層の厚い
クラスであること、スリックタイヤとＡＢＳのコンビネーションへの
慣れが自分には足りないこと、次レースに向けては数多くの練習が必
要であると痛感しました。

マシンについての不満は一切なく、メカニックやパーツメーカ様のご
尽力の結果、マシン自体の戦闘力はかなり高いことが分りました。唯
一の良かった結果としては、最高速度記録は、自車であるＣＡＲＡＣ
ＯＡＴミネルバＦＤ２が記録した事です。

ドライバーのスキル向上のために、様々な事にトライし、悩みながら
１年間戦って行きたいと思います。今年１年、スプリントレースの猛
者が集うシビック東日本クラスでレースに参戦して行く予定です。

これからも精一杯頑張りますのでご声援宜しくお願い申し上げます。
本当にありがとうございました！！
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